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　10月13日㈯から岐阜県で開催された「第12回
全国障害者スポーツ大会」で50ｍ走、100ｍ走の
２種目に富山県代表として出場されました。

　サンクスギビング（感謝祭）について書いてから１年が
経ち、また11月がやって来ました。時が経つのは早いもの
です。サンクスギビングは、アメリカ人が何に感謝したい
かを考える日です。以前、私は皆さんに何に感謝するかを
尋ねました。今回は、私がサンクスギビングで何に感謝し
ているかをお話ししたいと思います。
　実は、私が最後に家族と一緒にサンクスギビングを祝っ
てから６年が経っています。毎年一人ぼっちで祝うことに
も徐々に慣れてきましたが、正直、家族と祝えないのは寂
しいことです。アメリカではサンクスギビングは、盛大な
家庭的な祝日です。私にとってなぜサンクスギビングが大
切なものなのかというと、それは私の家族のアメリカへの
移住の記念日だからです。私の家族がソ連から逃れ、新し
い生活ができるようになったのはちょうど21年前、1991年
の11月でした。

　1991年の秋にソ連は崩壊しました。家族のふるさとでは
危険な内戦も勃発しました。兄と２歳の私とともに、両親
は難民としてソ連を逃れ、アメリカに移住しました。私は
まだ幼かったので移住の記憶はありませんが、父と母はま
だ20～30代の若者でした。ふるさとには、祖父母などの家
族を残してきたので、父と母はとてもつらかったと思います。
　両親がアメリカに来たばかりの頃、お金はもちろんのこ
と、何も持ってきていませんでした。持っているのは小さ
な荷物が２つと２人の子どもだけでした。父と母は一から
生活を始めました。ソ連でもらった学位もアメリカでは使
えなかったので、いくつも低賃金の仕事をしなければなり
ませんでした。しかし、両親は一生懸命頑張りました。お
金を節約し、同時にいくつもの仕事をし、努力したかいも
あってアメリカの学位も取得したので、少しずつ暮らしは
良くなっていきました。
　父と母のおかげで、良い家庭で育ち、兄も私も大学に行
くことができ、夢を追いかけることもできました。両親が
一生懸命頑張ったおかげで、今の私がいると思えば、両親
には本当に感謝してもしきれません。だから、私の家族に
とってサンクスギビングはとても重要な日なのです。私は
毎年、アメリカで新しい生活ができたことに感謝しています。

ケセニア・ヴァインシュト ッ ク
「移住の記念日」

ＡＬＴ

　家庭で使われずに眠っている品物や探している
けど見つからない品物はありませんか。
◆ゆずります
　無料◦座敷テーブル６台
◆求めます
　無料◦滑川中学校男子制服、体育服（サイズ150）
▶�ゆずりたいものや探しているものがある場合は、
　生活環境課（内線３３１）までご連絡ください。

ゆずります・求めます

　10月13日㈯から宮城県で開催された「第25回
全国健康福祉祭（ねんりんピック宮城・仙台
2012）」に富山県代表として出場されました。

【サッカー】清水 英治さん（写真左）

【将 棋】土肥 俊二さん（写真中央）

【太 極 拳】森田 久子さん（写真右）

ねんりんピック出場

島田 卓さん（加島町）

第12回
全国障害者スポーツ大会出場
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